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1. USからの原種鶏導入実績及び
USブロイラー供給見通し
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USからの原種鶏導入及び今後の供給見通し

2鶏群飼養期間

種鶏の供給期間

ＣＣの餌付期間

飼養期間

生産終了



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

9
月

1
1
月

1
月

3
月

5
月

7
月

UK由来 US由来

2016年9月の再試算 USは2016年2月から供給

・種鶏が、64週齢まで飼養された場合のブロイラー生産羽数の原種鶏導入国別比率

・熱死、貯卵などによる低下、早期アウト、延長など考慮せず 5
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コンパートメント
制度について
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2016年8月31日 農林水産省発表

英国から日本向けに輸出される家きん初生ひなの衛
生条件において、

低病原性トリインフルエンザ（LPAI）

高病原性トリインフルエンザ（HPAI）発生時の

コンパートメント制度が、

2016年8月31日より適用開始になりました。
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コンパートメント制度について



『AI発生地域にあっても、コンパートメント施設から
の輸入を認める概念』をいう

【コンパートメント施設】
『高度なバイオセキュリティ措置を適用することで、特定の疾

病について特別な衛生ステータスを有する動物の亜集団を、
飼養し、管理する企業』の元、一体的に管理されている施設

現在、農林水産省が認可しているのはAviagen社の60施設のみ
農場： ぺディグリー 原原種鶏 原種鶏

孵化場： ぺディグリー 原種鶏 種鶏 集卵センター

※『』内、動物検疫所HP
「英国から日本向けに輸出される家きん初生ひなの家畜衛生条件について」

より一部を抜粋
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コンパートメント主義とは



運用以前の英国からのヒナ輸入状況
平時：全土から輸入

高病原性AI発生時：全土から輸入停止

低病原性AI発生時：発生州から輸入停止

英国から防疫措置完了日、清浄化宣言日の報告後、
農水省が清浄性認定(防疫措置完了日から90日以降)
全土からの輸入再開
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コンパートメント制度について



運用開始後の英国からのヒナ輸入
平時：全土から輸入

高病原性AI発生時：全土から輸入停止

低病原性AI発生時：発生州から輸入停止

日本が認定したコンパートメント施設からの輸入再開
一旦は禁止されるが防疫措置完了後、新たな発生が
21日間なければ、輸入再開
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コンパートメント制度について



２．USブロイラー成績
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USブロイラー成績：育成率

育成率

※３事業所の平均値

UKと比べ、▲1.7～▲2.1％
20日齢前後からの脚弱(特にオス）や、後半のポックリや
大腸菌症の発生等によって減耗に差が見られる

％
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USブロイラー成績：FCR（飼料要求率）

FCR

UKと比べ、＋0.046～＋0.066pt

※３事業所の平均値

pt
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USブロイラー成績：DG（日増体）

DG

UKと比べ、＋1.2～＋2.1g

※３事業所の平均値
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USブロイラー成績：PS（生産指数）

UKと比べ、▲12.4～▲5.4pt

UKとUSの差は減少傾向
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３．USブロイラー野外良好事例
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US野外事例：A社 出荷成績

購入羽数 商品化率 日齢 体重 DG FCR PS

6月

UK 409,200 98.0 47.2 3.128 66.3 1.741 373.0

US 228,900 96.6 47.3 3.174 67.1 1.811 357.9

7月

UK 334,100 98.4 46.8 3.024 64.6 1.738 365.7

US 246,100 97.5 46.3 3.046 65.8 1.778 360.3

8月

UK 374,300 97.7 46.6 2.952 63.4 1.759 351.7

US 248,600 96.2 46.0 2.982 64.9 1.793 348.1

※スペア3％ 17



鶏舎
タイプ

鶏舎
サイズ

飼養
スペース

餌付け日 購入羽数 坪羽数 温源

横引き
WDL

間口10m
×

長さ48m
129.6坪

2016年
5月7日

7,000 55.6羽/坪 床面給温

US野外事例：A社 良好事例

※スペア3％

商品化率 日齢 体重 DG FCR PS

100.3 47.0 3.158 67.2 1.713 393.5

【概要】

【出荷成績】
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US野外事例：A社 良好事例 6月出荷群
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US野外事例：A社 良好事例 6月出荷群
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廃温まで：急激に変化しないようにスムーズに減温されている
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US野外事例：A社 良好事例 6月出荷群

オスメスの体重差が少なく、バラツキが少ない
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US野外事例：A社 管理ポイント
・餌付け時に補助ドリンカー(6L)使用 12個/鶏舎

→母鶏週齢が33週齢より若い場合は、
水が無くなった後1回追加する

・ガード全解放(10日齢頃)後は分布に注力
・設定温度や入気を変更した後はトリを見て

検証しながら状況確認する
判断基準：鶏舎右、中、左で平等にトリが分布
※訪問時(40日齢)：どの場所も風速1m/s以上確保出来ていた

・USのみプレミックスを飼料添加(2kg/トン)
【40日齢：分布良好】〇その他コメント

 USの方が風に対して敏感
 USの方がパンティング

開始時期が早い
22



４．管理の注意点
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管理の注意点

１．初期管理

２．温度

３．換気

４．床管理

５．給餌・給水管理

６．その他

24



１．初期管理

温度

湿度

給餌

給水

25



・入雛前日夕方までに舎内の温度、特に床面温度を安定

させることが重要

・舎内温度：32℃以上、床面温度：28～30℃

○なぜ床面温度が重要か？

床面にはヒナの脚や腹が直接接している

⇒床面温度の低下はヒナの冷えや直腸温度の低下を

引き起こす

・入雛前日夕方までに舎内の温度、特に床面温度を安定

させることが重要

・舎内温度：32℃以上、床面温度：28～30℃

○なぜ床面温度が重要か？

床面にはヒナの脚や腹が直接接している

⇒床面温度の低下はヒナの冷えや直腸温度の低下を

引き起こす

初期管理：温度

26



床面温度28℃床面温度22℃

初期管理：床面温度と直腸温度

調査羽数 ①餌付け1時間後
の平均直腸温度

②餌付け12時間後
の平均直腸温度

③餌付け24時間後の
クロップフィル調査

A群：35羽 36.2℃ 37.0℃ 7／35（20％）

B群：50羽 41.2℃ 41.3℃ 47／50（94％）

○直腸温度低下の影響例○直腸温度低下の影響例

⇒良好なスタートを切るために、ヒナを冷やさない⇒良好なスタートを切るために、ヒナを冷やさない
27



○相対湿度60～70％確保する（餌付け後の3日間）

特に脱水が進んだヒナ、小さいヒナでは重要

○相対湿度60～70％確保する（餌付け後の3日間）

特に脱水が進んだヒナ、小さいヒナでは重要

初期管理：相対湿度

・湿度が50％を下回ると…

×ヒナの脱水が進む

⇒脚枯れ、尿酸塩沈着

×気管にダメージ

⇒乾燥によるひび割れ、繊毛運動低下

⇒雑菌の侵入

×肺（気嚢）にダメージ

⇒酸素と二酸化炭素の交換効率低下

・湿度が50％を下回ると…

×ヒナの脱水が進む

⇒脚枯れ、尿酸塩沈着

×気管にダメージ

⇒乾燥によるひび割れ、繊毛運動低下

⇒雑菌の侵入

×肺（気嚢）にダメージ

⇒酸素と二酸化炭素の交換効率低下
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○広く水平に敷いた敷紙上に均等に餌を撒く

○頻回給餌でヒナに刺激を与える

〇餌嵩を増やしてヒナが餌を見つけやすくする

⇒全てのヒナにすぐに餌を食べさせ、

食欲を促進させる

○広く水平に敷いた敷紙上に均等に餌を撒く

○頻回給餌でヒナに刺激を与える

〇餌嵩を増やしてヒナが餌を見つけやすくする

⇒全てのヒナにすぐに餌を食べさせ、

食欲を促進させる

初期管理：給餌

29



初期管理：給水
○常に給水器の高さをチェックし、

適切な高さに調節

〇水滴をつける・水を溜める等に

よってヒナが水を見つけやすくする

○適温（約２４℃）の水を与える

○給水器の水洗や水抜き、消毒を徹底する

○補助ドリンカーの設置も有効
30



初期管理失敗の影響

31

○腸管の発育不十分によるFCR・DG悪化

○バラツキの発生

○卵黄嚢の吸収悪化による移行抗体量の低下

○初期発育が不十分なことで脚弱・疾病発生等の

原因になることも

○ストレスを受けて大腸菌症等の疾病に繋がる

初期管理の影響は出荷まで続き、

成績に大きく影響する



２．温度管理
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℃

日齢
農場出荷率95.1％、DG61.5g

温度管理の注意点

33



34

温度管理の注意点

○局所的な高温・低温

⇒分布の偏りに繋がる

○高温によるヒートストレス

・食下量の低下

・熱死による斃死増

○最低温度が下がりすぎると、体温維持に

エネルギーを使う

⇒増体とFCRへの影響大

⇒特に季節の変わり目の夜間温度などに注意！

○US：温度変化に敏感（暑がる、寒がる）

⇒トリの状態と分布を見ながら微調整する



３．換気
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換気
○換気の目的

・均一な舎内温度の維持
・新鮮な空気を与える
・余分な湿度、鶏熱の除去
・トリの体重に合わせた換気量の確保（特に冬季）

○分布に悪影響を与える要因
夏……過剰・過少な風速、淀んだ空気の滞留
冬……隙間風、冷気の当たる場所

○トリへの刺激
定期的な換気でトリの採食を促す

⇒換気不良は成績低下に直結する
特に増体が良いUSでは換気の確保は重要



４．床面管理
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床面管理
○床面の状態が与える影響
【湿りすぎ】

・床湿りを避け、乾燥した場所に密集する
・腹部の冷えによる下痢や消化不良等によるFCR、DGの悪化
・足裏の潰瘍から菌が侵入しやすい

⇒ブドウ球菌感染による脚弱
【乾燥しすぎ】

・ホコリからの大腸菌の感染リスク増

初期から良好な床面を維持する管理が重要

38



5．給餌・給水管理
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給餌管理
○給餌管理の基本

・常に適切な高さに調整する

⇒高すぎる：食べにくいトリが出ることで

バラツキが発生

⇒低すぎる：餌こぼれの原因（FCRの悪化）

・餌嵩を増やす

⇒食下時間の短縮、食下量の増加（DGの改善）

⇒餌こぼれに注意

・パンの状態に注意

⇒餌の出方・残り方にバラツキはないか？

蓋は外れてないか？傾きはないか？
40



給餌管理

○スポットライトでリミットパン
を照らし、給餌機が稼働しやす
くする
⇒エサ切れ防止

○巡回時にはリミットパンの餌を
掻き出す
⇒給餌機の強制運転

41

パンを増やす、餌嵩を増やす、刺激を与える等で、
増体・FCRの改善だけでなく、バラツキの減少に
も効果



給餌管理

42

〇 良好なDGを達成するために
①後半まで増体を維持する
②体重のバラツキをなくす

⇒そのための管理ポイント
・均一な給餌、給水管理
・給餌器の管理：パン内の餌量、餌こぼれ
・給餌スペースの改善が効果的

⇒スペースを増やせない場合トリの採食行動を
促す（巡回や給餌機の稼働回数を増やす等）

・エサ切れ、餌量の偏りをなくす



給水管理
○ブロイラーの増体には給餌に加え、給水も重要
⇒適切な給水が出来ているかをチェックする

・給水器の高さ、給水量に問題はないか？
・飲水量に大きな変化はないか？

⇒大幅な飲水量の低下は鶏群異常の指標になる
・衛生的な水を供給できているか？

43



6．その他
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その他：傷を減らすために

○トリを騒がせない

・人や物の動きに反応しやすい

⇒急な行動、光、大きな音（ファンの稼動、

体測時、ワクチン散布時、散水時、巡回時）

○適切な分布を維持する

・トリが密集していると接触が増える

・不適切な高さの給餌器

○傷に繋がる要素を減らす対応

・照度管理によって騒ぐことを軽減できる

・十分な給餌スペースを与える

45



照度管理

換気扇稼動時に直射日光が入る為、寒冷紗を設置
→照度ムラをなくす

設置前 設置後

46
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まとめ

〇初期管理を成功させる

〇急激な温度変化を避ける

○体重に合わせた換気量を確保する

○良好な床面を維持する

○給餌・給水管理で良好な増体を維持させる

『トリが快適な環境で過ごせているか』

を観察する


